
【低学年２－４】こ う え ん た ん け ん

― 書く活動を取り入れ，価値に迫る工夫 ―

〔２－４〕(1) 主題名 ありがとうの気持ち

いろいろな人の世話になっていることに気付き，感謝する気持ちを育てる。(2) ねらい

「 」(3) 資料名 こうえんたんけん

(4) 授業の展開例

学 習 活 動 主な発問と児童の心の動き 留 意 点

１ 生活科での校 ○公園たんけんの時，どんなひみつを ○自由に意見が言えるように，

外学習のことを 発見しましたか。 楽しい雰囲気づくりをする。導

思い出す。 ・おもしろいブランコがあったよ。

。入 ・そうじをしている人に話を聞いたよ

２ 資料を聞いて ○先生が「ありがとうがいっぱい」と ○黒板に地図を掲示し，場面ご，

話し合う。 言っているけど どこに｢ありがとう｣ との絵を提示しながら，読み，

があるでしょう。 聞かせる。

・自動車が止まってくれた。 ○場面ごとの絵を使って 「あ，

・公園をそうじしてくれる。 りがとう」の場面を見つけさ

・おかあさんが，冷たいお茶を入れて せ，それぞれ，だれのどんな

くれた。 行為になぜ「ありがとう」な展

のかはっきりさせる。

◎おとなは，どんな気持ちで自動車を ○しっかり考えさせるために，

止めたり，掃除をしてくれたりした 自動車を運転している人やお

のでしょう。 じいさんなどの気持ちを書く

・子どもたちが困っているから，わた 活動を取り入れる。

らせてあげよう。 ○どの場面でも 「ぼくたち」，

・危ない 子どもがけがをしては大変 のことを思いやっていること開 ， 。

・元気よく，遊んでほしいな。 に気付かせる。

３ 自分たちの生 ○みんなの周りには，どんな｢ありがと ○「心のノート」ｐ42，43を読

活を振り返る。 う｣がありますか。 んで，振り返りの手がかりに

・おかあさんが，おいしいご飯をつく する。

ってくれた。

・先生が，鉛筆を貸してくれた。

・友だちが遊びに誘ってくれた。

４ ｢ありがとう｣ ○｢ありがとう｣を言いたい人に手紙を ○相手のことを思い，心を込め

の手紙を書く。 書きましょう。 て書くよう，声かけをする。終

・注意してくれて，ありがとう。

・給食の世話をしてくれて，どうもあ末

りがとう。
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活用に生かすための実践報告

◎ 「こうえんたんけん」

１ 主題の設定

・日々の生活の中で，子どもたちはいろ

いろな人の世話になっているが，そのこ

とに気付かないことが多い。この資料を

通して，周りの人たちの温かい思いやり

の気持ちに気付かせ，感謝の気持ちをも

もつことができるようにしたいと考え

る。

・地域の人にお世話になる生活科などで

の校外学習や交流会などの体験と関連付

けて実施したい。

２ 指導過程の工夫

・黒板全体に地図をかき，その上に場面

の絵を示したり，ペープサートを動かし

たりして，状況把握をしやすくする。

・終末に，指導者が，児童に当てた感謝

の気持ちを表す手紙を紹介し，｢ありが

とう｣を言われたときの気持ちよさを味

わわせたり，日頃児童がお世話になって

いる人をゲスト・ティーチャーとして招

き，児童に対する思いやりの気持ちを話

していただいたりすることも考えられ

る。

３ 発問の工夫

・注意してもらったのも「ありがとう」

になるかどうか，いろいろな考えを引き

出せるよう，補助発問を考えたい。その

上で，注意してくれた人の気持ちを考え

させ 「けがをしないように」という思，

いやりの心がこもっていることに気付か

せるようにする。

４ 児童の反応（授業後の感想）

【身の回りの「ありがとう 】」

・お祭りの後，近所の人たちが，いっぱ

い落ちているゴミを拾ってきれいにして

いました。

・筆箱がこわれたときに，自分で直せな

くて困っていたら，おかあさんがテープ

でつけてくれました。

・けがをしたときに，保健室の先生がき

ず口をきれいにしてくれました。

・止まっているトラックのそばを自転車

， ，で通っていたら トラックが動き出して

そこにいたおばあさんが「通ったら，だ

め 」と注意してくれました。そのとき。

， 。はいやだなと思ったけど よかったです

５ 実践者からの一言

・黒板に地図をかき，楽しい雰囲気の中

で資料を提示し，学習を進めることがで

きた。

・注意してもらった人の気持ちを考える

ことで，これも「ありがとう」だと気付

くことができた そして 身の回りの あ。 ， 「

りがとう」を見つけるときにも，注意さ

れたことや，今まで意識していなかった

「ありがとう」を見つける児童もいた。

・おとなの人たちの気持ちを考えて書い

たワークシートには，子どもたちを思う

優しい気持ちが出ていた。しかし，時間

がかかってしまい，手紙を書く時間が十

分とれなかった。取り上げる場面をしぼ

ったり，書く活動をどちらかひとつにす

るなどして，考えたり振り返ったりする

時間をしっかりとるようにしたい。

・地域や学校の実態や教師の願いに合わ

せて，場面を省いたり 「ありがとう」，

の内容を変えたりすることも考えられ

る。 （地御前小学校 名越早苗）


